




























による授業の FD の側面についても議論したい。 
[プログラム] 13 時〜13 時 10 分 開会挨拶 
       長野 勇（金沢大学副学長）、青野 透（大学教育開発・支援センター長） 
13 時 10 分〜14 時 10 分 基調講演「英語による授業のノウハウ共有」 
中井俊樹（名古屋大学高等教育研究センター准教授） 
  14 時 20 分〜15 時 50 分 学内事例報告 
   「外国人教員から見た英語による授業運営」Ertl John Josef （外国語教育研究センター准教授） 
「環境をテーマとするジョイントクラスの実践報告」結城正美（外国語教育研究センター准教授） 
   「工学系大学院における英語による専門教育の実践報告」中山 謙二（自然科学研究科教授） 
  16 時 05 分〜17 時 05 分 ディスカッション 
  17 時 05 分〜17 時 10 分 閉会挨拶 志村 恵（留学生センター長） 
※ 申込み方法：電子メール又はファックスで、氏名（ふりがな）、所属、連絡先（電子メールアドレ
スまたは電話番号）を明記の上、下記までお願いします。 
大学教育開発･支援センタ （ー西山） E-mail: nnishiya@ge.kanazawa-u.ac.jp   FAX: 076-234-4172 
第 ２ ８ ５ 号 （ ２ ０ ０ ９ 年 １ １ 月 １ ６ 日 ） 毎 週 月 曜 日 発 行 
発 行 ： 金 沢 大 学  大 学 教 育 開 発 ・ 支 援 セ ン タ ー 
URL：http://www.kanazawa-u.ac.jp/faculty/daikyou_rche/index.htm 
○●○ 大学生の学びに関する研究調査紹介 ○●○ 
 大学生の学習実態と大学の教育環境を明らかにし、そこから浮かび上がる問題をどのように解決し
ていくかということは、重要な論点であることは改めて強調するまでもないが、先月ないし今月発行
の 2 種類の専門雑誌『IDE 現代の高等教育』515 号（IDE 大学協会）および『BETWEEN』231 号（株
式会社進研アド）（いずれの雑誌も当センターで定期購読・所蔵しています）において、上記のテーマ
に関わって、興味ある研究調査報告が掲載されていたので、その一部を紹介したいと思う。 
















 『BETWEEN』の Benesse 教育研究開発センターによる「大学生の学習・生活実態調査」（20-25
頁）によれば、高校で学習態度が形成できている者は、保健系（医薬歯学部）が最も高く、教育系が
それに続く傾向が伺えること、入試難易度と学習の構えに相関はあるものの、難易度の高い大学でも









（文責 評価システム研究部門 渡辺達雄） 
 
○●○ アカンサスポータルにＦＤ・ＳＤカレンダー掲載中 ○●○ 
 アカンサスポータル上にＦＤカレンダー・ＳＤカレンダーを掲載しています。全国の大学や大学コ
ンソーシアムによるＦＤフオーラム・セミナー開催情報(11 月・12 月開催)のほか、独立行政法人日本
学生支援機構主催の各種研修会情報もあります。是非、ご活用下さい。 
 
